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１１１１     審 査 の 期 間審 査 の 期 間審 査 の 期 間審 査 の 期 間     

平 成 ２ ２ 年  ８ 月 １ ３ 日 ～ 平 成 ２ ２ 年  9 月 １ ５ 日  

 

２２２２     審 査 の 対 象審 査 の 対 象審 査 の 対 象審 査 の 対 象     

平 成 ２ １ 年 度 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 決 算 に 基 づ く 健 全 化 判 断 比 率 及 び 資 金

不 足 比 率  

 

３３３３     審 査 の 方 法審 査 の 方 法審 査 の 方 法審 査 の 方 法     

市 長 か ら 提 出 さ れ た 健 全 化 判 断 比 率 、 資 金 不 足 比 率 及 び そ の 算 定 の 基 礎 と

な る 事 項 を 記 載 し た 書 類 が 適 正 に 作 成 さ れ て い る か を 主 眼 に 、 関 係 諸 帳 簿 等

と の 照 合 並 び に 関 係 職 員 か ら 説 明 を 聴 取 し 審 査 し た 。  

 

４４４４     審 査審 査審 査審 査 のののの 結 果結 果結 果結 果     

    (1)(1)(1)(1)総 合 意 見総 合 意 見総 合 意 見総 合 意 見     

審 査 に 付 さ れ た 下 記 の 健 全 化 判 断 比 率 、 資 金 不 足 比 率 及 び そ の 算 定 の 基 礎 と

な る 事 項 を 記 載 し た 書 類 は 、 い ず れ も 適 正 に 作 成 さ れ て い る も の と 認 め た 。  

記  

 健 全 化 判 断 比 率                        （ 単 位：％ ） 

資 金 不 足 比 率                         （ 単 位：％ ） 

 ※ 早 期 健 全 化 基 準 、 財 政 再 生 基 準 、 経 営 健 全 化 基 準 は 平 成 21 年 度 に お け る 基 準 で あ る 。  

区     分  平 成 21 年 度  平 成 19 年 度  早 期 健 全 化 基 準  財 政 再 生 基 準  

実 質 赤 字 比 率  －  －  12.78 20.0 

連 結 実 質 赤 字 比 率  －  －  17.78 40.0 

実 質 公 債 費 比 率  19.６  19.3 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率  20３ .７  204.6 350.0  

区       分  平 成 2 1 年 度  平 成 2 2 年 度  経 営 健 全 化 基 準  

法

適

用  

水 道 事 業 特 別 会 計  －  －  20.0 

病 院 事 業 特 別 会 計  －  －  20.0 

農 業 共 済 事 業 特 別 会 計  －  －  20.0 

法

非

適

用  

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  －  －  20.0 

下 水 道 事 業 特 別 会 計  －  －  20.0 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  －  －  20.0 

－ 1－  
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① 実 質 赤 字 比 率  

普 通 会 計 （ 一 般 会 計 、 鷹 巣 診 療 所 特 別 会 計 ） ベ ー ス に お け る 実 質 赤 字 額 が 標

準 財 政 規 模 に 占 め る 割 合 で 、平 成 20 年 度 及 び 平 成 21 年 度 と も に 赤 字 額 が 生 じ

て い な い こ と か ら 「 － 」 で 表 示 し て お り 、 平 成 21 年 度 に お け る 早 期 健 全 化 基

準 の 12.78％ を 下 回 っ て い る 。  

    

② 連 結 実 質 赤 字 比 率  

全 て の 会 計 （ 一 般 会 計 、 9 特 別 会 計 、 3 公 営 企 業 会 計 ） を 合 わ せ た 赤 字 額 が

標 準 財 政 規 模 に 占 め る 割 合 で 、平 成 20 年 度 及 び 平 成 21 年 度 と も に 赤 字 額 が 生

じ て い な い こ と か ら 「 － 」 で 表 示 し て お り 、 平 成 21 年 度 に お け る 早 期 健 全 化

基 準 の 17.78％ を 下 回 っ て い る 。  

 

③ 実 質 公 債 費 比 率  

  一 般 会 計 の 元 利 償 還 金 、 公 営 企 業 等 に 係 る 一 般 会 計 か ら の 繰 出 金 及 び 構 成 市

町 と な っ て い る 一 部 事 務 組 合 等 に 係 る 経 費 負 担 の う ち 元 利 償 還 金 に 充 て ら れ た

額 の 合 計 額 が 、 標 準 財 政 規 模 （ 償 還 金 等 及 び 標 準 財 政 規 模 と も に 交 付 税 に 算 入

さ れ る 額 等 は 除 く ）に 占 め る 割 合 で 、平 成 21 年 度 は 19.6％ と な っ て お り 前 年

度 よ り 0.3 ポ イ ン ト 上 昇 し た が 平 成 21 年 度 に お け る 早 期 健 全 化 基 準 の 25.0％

を 下 回 っ て い る 。  

  上 昇 の 主 な 要 因 は 、 病 院 建 設 地 方 債 償 還 等 に 要 す る 経 費 の 算 定 方 法 の 改 正 と

一 部 事 務 組 合 へ の 建 設 地 方 債 償 還 等 に 要 す る 経 費 の 増 に よ る も の で あ る 。  

 

④ 将 来 負 担 比 率  

  一 般 会 計 に お け る 地 方 債 残 高 、 債 務 負 担 行 為 に 基 づ く 支 出 予 定 額 、 企 業 会 計

等 に お け る 地 方 債 残 高 の う ち 一 般 会 計 繰 入 見 込 額 、 一 部 事 務 組 合 等 に 係 る 負 担

見 込 額 、 退 職 手 当 負 担 見 込 額 の 合 計 額 が 、 標 準 財 政 規 模 （ 将 来 負 担 額 及 び 標 準

財 政 規 模 と も に 交 付 税 に 算 入 さ れ る 額 等 は 除 く ） に 占 め る 割 合 で 、 平 成 21 年

度 は 20３ .７ ％ と な っ て お り 前 年 度 よ り 0.９ ポ イ ン ト 減 少 し た が 平 成 21 年 度

に お け る 早 期 健 全 化 基 準 の 350.0％ を 下 回 っ て い る 。  

  減 少 の 主 な 要 因 は 、 分 母 と な る 標 準 財 政 規 模 が 臨 時 財 政 対 策 債 の 増 等 に よ り

伸 び た た め に よ る も の で あ る 。  

 

⑤ 資 金 不 足 比 率  

各 公 営 企 業 の 資 金 の 不 足 額 の 事 業 規 模 に 対 す る 割 合 で 、 平 成 20年 度 及 び 平 成 ２

１ 年 度 と も に 全 て の 公 営 企 業 会 計 で 資 金 不 足 額 が 生 じ て い な い こ と か ら 「 － 」 で

表 示 し て お り 、 平 成 20年 度 に お け る 早 期 健 全 化 基 準 の 20.0％ を 下 回 っ て い る 。  

－ 3－  



    (2)(2)(2)(2)個 別 意 見個 別 意 見個 別 意 見個 別 意 見     

① 連 結 実 質 赤 字 比 率 に つ い て  

全 て の 会 計 に お い て 赤 字 額 は 発 生 し て い な い が 、 病 院 事 業 特 別 会 計 に お い て

単 年 度 経 常 収 支 は 3億 3,200万 円 の 損 失 額 を 計 上 し て お り 内 部 留 保 資 金 に よ り

補 填 し て い る 。 病 院 経 営 に つ い て は 、 平 成 20年 度 に 策 定 さ れ た 「 病 院 改 革 プ ラ

ン 」 に 基 づ く 経 費 節 減 等 を 引 き 続 き 図 り 、 課 題 で あ る 医 師 の 確 保 と と も に 経 営

の 改 善 に 努 め ら れ た い 。  

 

② 実 質 公 債 費 比 率 に つ い て  

実 質 公 債 費 比 率 は 前 年 度 と 比 較 し て 0.3ポ イ ン ト 上 昇 し て い る が 、そ の 主 な 要

因 は 公 営 企 業 へ の 償 還 費 相 当 分 繰 出 の 算 定 方 法 の 改 正 に よ る も の と 一 部 事 務 組

合 へ の 建 設 地 方 債 償 還 等 に 要 す る 経 費 の 増 で あ る 。 し か し 、 早 期 健 全 化 基 準 以

下 と な っ て い る も の の 、 依 然 地 方 債 許 可 団 体 と な る 18.0％ を 超 え る 高 水 準 で 推

移 し て い る 。  

さ ら に 今 後 は 、 合 併 後 の 基 盤 整 備 等 の た め の 合 併 特 例 債 を 含 め た 過 去 の 地 方

債 の 償 還 が ピ ー ク を 迎 へ 、 公 営 企 業 及 び 一 部 事 務 組 合 に 対 す る 償 還 費 相 当 分 繰

出 の 増 加 が 予 想 さ れ る こ と か ら 、更 な る 財 政 の 健 全 化 と 比 率 の 抑 制 を 図 る べ く 、

財 政 健 全 化 計 画 に 基 づ く 公 的 資 金 補 償 金 免 除 繰 上 償 還 に よ る 借 換 え や 高 利 の 民

間 資 金 の 繰 上 償 還 等 に よ り 実 質 公 債 費 比 率 の 低 減 に 努 め ら れ た い 。  

 

③ 将 来 負 担 比 率 に つ い て  

将 来 負 担 比 率 は 前 年 度 と 比 較 す る と 、 0.９ ポ イ ン ト 減 少 し て 早 期 健 全 化 基 準

以 下 と な っ て い る が 、 分 母 と な る 標 準 財 政 規 模 が 臨 時 財 政 対 策 債 の 増 等 に よ り

伸 び た た こ と が 主 な 要 因 で あ る 。  

平 成 ２ １ 年 度 末 の 将 来 負 担 額 の 総 額 は 715億 1,742万 円 で 、 そ の 内 一 般 会 計

に お け る 地 方 債 現 在 高 は 338億 3,252万 円 、 公 営 企 業 債 等 繰 入 及 び 組 合 負 担 等

見 込 額 は 322億 9,600万 円 で 起 債 償 還 に 係 る も の が 全 体 の 93％ を 占 め て い る 。 

将 来 負 担 額 の 内 、充 当 可 能 な 基 金 、公 営 住 宅 家 賃 や 地 域 生 活 排 水 施 設（ ｺﾐｭﾆﾃ

ｨﾌﾟﾗﾝﾄ） 使 用 料 の 特 定 財 源 、 地 方 債 償 還 財 源 と し て 交 付 税 算 入 さ れ る 額 を 除 く

一 般 財 源 負 担 額 は 233億 9,332万 円 で 、平 成 21年 度 よ り ４ 億 7,847万 円 の 増 と

な っ て い る 。  

今 後 、 財 政 健 全 化 計 画 に 基 づ き 将 来 負 担 の 軽 減 に 努 め ら れ た い 。  
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⑤ 資 金 不 足 比 率 に つ い て  

   各 公 営 企 業 と も 資 金 不 足 を 生 じ て い な い が 、 病 院 事 業 特 別 会 計 に お い て の

余 剰 金 は 、 平 成 １ ９ 年 度 １ ２ 億 ３ ０ ０ 万 円 、 平 成 ２ ０ 年 度 １ ０ 億 円 、 平 成 ２

１ 年 度 ８ 億 １ ２ ０ 万 円 と 減 少 し て い る 。 こ の ま ま で い く と 何 年 か 先 に は 資 金

不 足 が 生 じ る と 予 想 さ れ 、 資 金 不 足 が 生 じ る こ と の な い よ う 経 営 の 改 善 に 努

め ら れ た い 。  
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